
A5-1

＊帰国（復学）後の情報を入力してください

１．留学先について

大学(紹介）の寮・アパート 民間アパート その他（ ）

On campus

個室 （ ） 人部屋 その他 ( ）

完全個室 キッチン トイレ バス リビング その他( )

％ ％ ％ ％
（ )

２．留学にかかった費用について

貯金 アルバイト その他

両親 家族・親戚 その他

JASSO その他名称（ ）

その他（ ）
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円

円

円200,000 円

奨学金

自炊 10 学食 外食 20

渡航ルート

成田 ⇔ マドリード（飛行機）〈香港乗り換え〉

派遣先大学指定の保
険(名称)

入学日

70

自費

食事

援助

記入日

所属学科・専攻

2020年3月10日

その他

サラマンカ大学

文献学部

住居

留学先大学名

ホームステイ先

留学先所属学部等

通学時間

通学方法

15分

徒歩

共有スペース

9月10日 修了日 1月31日 帰国日 2月16日留学期間 出発日 9月4日

☑ ☑ ☑

⇔

ホームステイ

居室スペース

サラマンカ（バス）

保険

その他

海外旅行傷害保険

強制加入

ex.)　成田⇔シカゴ（飛行機）⇔ウィスコンシン（電車）

円

700,000 円

所属学部 文学部

総費用 1,200,000 円
出処

150,000 円 150,000 円

海外旅行保険（名称）

ERV　Seguros de Vuaje

☑

☑

☑

その他 円 円

人文学科・国際言語文化学コース
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２－１．財政管理の方法

現金 円 その他（ ） 円

海外送金 キャッシング その他 （ ）

２－２．各費用の支払い方法

２－３．内訳　　　

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

渡航時

円

円

その他

円

円

円

円

円

円

円

円

円

250,000

大学に特に支払いはしていない

円

円

食費

通学に要する交通費

990

2,000

ユーロ

85,380

OSSMA

査証・在留許可証

費目
外貨金額

円貨金額通貨単位

住居

230,000

その他 旅行

その他

その他

19,440

115,000

その他大学に支払った経費

教科書、教材費 20

光熱費

渡航費(往復）

海外旅行保険

3,000

2,300

3,500,000

家賃手渡し

その他

30,000☑

大学に払った費用

円

留学中 ☑

住居にかかった費用
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３．学業面

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

３－１．授業科目の選択、登録方法　　　　

３－２．授業内容、方法に関して

３－３．語学力について

３－４．図書館など学内施設について

３－５．その他

４．生活面

４－１．住居について

４－２．食生活について

４－３．インターネット環境、携帯電話について

2

3

4

5

6

7

☑Cultura de masas de Asia oriental

種類ex.正規、聴講 単位数

正規 3

☑

☑

Grámatica para la enseñanza del español Ⅰ

Grámatica para la enseñanza del español　Ⅱ

3

正規 3

正規

1

エクアドル人の親子の家にホームステイ。

Wi-Fi環境はあり、携帯電話は現地でSIMカードを購入していた。

主に、ホストマザーが作ってくれ、外食するときは事前に連絡をしていた。

9

授業が始まって3週間ほどの間で決め、担当の先生と相談しながら決めました。

講義形式

何を言っているか大体理解でき、簡単なスペイン語で自分の意見が言える。

8

学生は誰でも使えるようになっており、学部ごとに図書館が設置されていた。

履修科目名
単位互換認定
申請の有無

10
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４－４．服装について

４－５．健康管理について

４－６．保険、OSSMAの利用　

４－７．課外活動について

４－８．学外のコミュニティとの交流について

４－９．日本から持参してよかったもの

４－１０．日本から持参したが不要だったもの

４－１１．現地での対人関係について気づいたこと(習慣の違い、マナーなど）

４－１２．余暇の過ごし方

旅行　

その他 ＊気分転換やストレス発散法など。

あまりお酒を飲みすぎないように気を付けていた。

散歩やバル巡り。

利用していない

日西文化センター主催の生ハムの切り方講座などに参加した。

木曜日や金曜日などは現地の友人と遊びに出かけたりしていた。

お店で注文するときには店員さんが気づくまで待って軽く合図を送ってから注文をする。（声をかけて呼び
止めるのはスマートではない）夜に集まって遊びに行くのは大体夜22時から。

そんなに日本と気候が変わるわけではなかったので、現地の安いお店で購入していた。

ヒートテック、化粧水、乳液

電池

アメリカ・ボストン（就活）2019年11月（4日間）約13万、
スペイン・バルセロナ（観光）2019年11月（2日間）約3万、
イタリア・ベネチア、ローマ（観光）2019年12月（4日間）約5万、
ポルトガル・ポルト（観光）2020年1月（3日間）約2万、
ドイツ・フランクフルト、ミュンヘン（観光）2020年1月（5日間）約5万、
スペイン・サンセバスチャン＆フランス・パリ（観光）2020年2月（7日間）約10万
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５．その他

５－１．留学先大学について

５－２．留学希望者へのアドバイス

５－３．留学を終えて　　

日本人留学生も数多くいて、心細くはならないが一緒にいすぎると留学に来た意味がないのでなるべく自分だけのコ
ミュニティを見つけるべき。留学生向けの授業もあったため、わかりやすくて助かった。

日本語を学ぶスペイン人はたくさんいるためその人たちと仲良くなり、相互に言語を教える関係が築けれ
ば語学力上達に役立つと思う。バルという飲み屋さんがたくさんあるため、そこで店員さんに話しかけて、
独自の関係性を築くのはとても楽しいので、お酒が好きな人はぜひバル巡りをお勧めする。

半年間の留学では、思うように自分の意見を言えるようにはならず、聞き取りもとても満足のいく結果は出
せていない。しかし、友人がたくさん出来て帰ってきた今もやり取りを続ける中で学ぶことが多くあり、これ
からも留学で得た交友関係を大事にしていこうと思う。
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